
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
に
は
、

　 

取
り
組
む
課
題
と
大
学
の
学
び
と

の
つ
な
が
り
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
し
て
大
学
に
お
け

る
学
び
に
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
す
る
た
め

に
は
、　 

大
学
で
必
要
と
な
る
主
体
的

な
学
び
方
を
理
解
で
き
る
内
容
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で

し
ょ
う
。

　
よ
り
多
様
な
学
生
の
入
学
が
予
想
さ

れ
る
今
後
は
、
学
業
不
振
や
中
退
を
防

ぐ
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
に
応
じ

た
ケ
ア
と
、
そ
の
た
め
の
情
報
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
入
学
前
教
育
に
対
す
る

各
入
学
予
定
者
の
取
り
組
み
状
況
や
課

題
の
得
点
等
の
デ
ー
タ
は
、
入
学
後
の

教
育
の
指
導
材
料
と
し
て
有
用
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
各
学
生
の
特
性
に
合
わ
せ

て
一
人
ひ
と
り
へ
の
個
別
指
導
が
で
き

れ
ば
理
想
的
で
す
が
、
多
く
の
学
生
を

抱
え
る
大
学
で
は
難
し
い
の
が
現
状
で

す
。こ
の
ジ
レ
ン
マ
を
解
消
す
る
に
は
、

入
学
者
を
タ
イ
プ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
タ
イ
プ
に
合
わ
せ
た
指
導
を
行
う

「
層
別
指
導
」
を
織
り
交
ぜ
る
こ
と
が

有
効
で
す
。
特
に
注
意
を
要
す
る
新
入

生
の
タ
イ
プ
に
注
力
し
て
、
個
別
に
ケ

ア
を
行
え
ば
効
果
的
で
す
。

　
入
学
前
教
育
の
結
果
を
基
に
行
う
タ
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多
様
化
す
る
学
生
を

　
大
学
教
育
に
つ
な
ぐ

なかいとしあき●関西エリア、首都圏エリアで
の大学支援や情報誌編集を経て、2017年より
現職。高大接続やグローバル人材育成の領域を
中心に、大学の教育プログラム設計・広告プラン
ニングに携わる。

中
井
利
明

（
株
）進
研
ア
ド 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
室

チ
ー
フ
プ
ラ
ン
ナ
ー

進
む
学
生
の
多
様
化

変
わ
る
入
学
前
教
育
の
役
割

　
年
内
入
試
合
格
者
に
対
す
る
入
学
前

教
育
は
、
文
部
科
学
省
が
積
極
的
に
講

ず
る
よ
う
求
め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

今
や
多
く
の
大
学
で
実
施
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、「
課
題
へ

の
取
り
組
み
が
積
極
的
で
な
い
」「
学

力
の
向
上
に
つ
な
が
ら
な
い
」
と
い
っ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
課
題
だ
け
で
な
く
、

「
教
職
員
の
負
担
が
大
き
い
」「
担
当
部

署
が
定
ま
ら
な
い
」
と
い
っ
た
運
営
上

の
課
題
も
尽
き
な
い
よ
う
で
す
。

　
年
内
入
試
入
学
者
が
増
加
す
る
に

つ
れ
、
こ
う
し
た
課
題
は
一
層
重
み
を

増
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
加
え
て

次
年
度
、
コ
ロ
ナ
の
環
境
下
で
入
学
す

る
新
入
生
は
、
高
校
の
授
業
の
遅
れ
に

よ
る
学
力
不
足
、
超
安
全
志
向
の
志

望
校
選
択
や
、
進
路
・
大
学
研
究
不
足

に
よ
る
不
本
意
入
学
と
い
っ
た
不
安
要

素
を
抱
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
よ

り
丁
寧
な
学
生
へ
の
ケ
ア
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
入

学
前
教
育
を
「
自
学
の
教
育
の
ス
タ
ー

ト
」
と
位
置
付
け
、
入
学
後
の
教
育
へ

と
つ
な
げ
る
視
点
を
持
つ
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
自
学
の
学
び
に
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
げ

る
効
果
的
な
入
学
前
教
育
の
設
計
ポ
イ

ン
ト
を
、【
図
表
１
】
に
３
つ
挙
げ
ま

し
た
。
ま
ず
、　 

学
力
・
学
習
力
・
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
で
す
。
大

学
で
の
学
び
に
堪
え
る
学
力
向
上
の
た

め
に
は
、
そ
の
土
台
と
し
て
主
体
的
な

学
び
の
姿
勢
・
習
慣
＝
学
習
力
と
、
学

ぶ
理
由
、
大
学
の
学
び
へ
の
期
待
＝
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
す
。
特
に
大

学
受
験
と
い
う
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
を
越

え
た
入
学
予
定
者
に
は
、
次
の
目
標
と

し
て
大
学
教
育
に
向
か
う
前
向
き
気
持

ち
を
い
か
に
作
り
出
せ
る
か
が
鍵
に
な

る
と
言
え
ま
す
。
次
に
、
入
学
予
定
者

イ
プ
分
け
と
し
て
、
ま
ず
考
え
ら
れ
る

の
は【
図
表
２
】の
左
図
の
よ
う
に「
学

力
」
と
「
学
習
力
」
を
掛
け
合
わ
せ
る

方
法
で
す
。
最
も
ケ
ア
の
優
先
順
位
が

高
い
の
は
ど
ち
ら
も
低
い「
要
支
援
型
」

の
入
学
者
。
大
学
側
か
ら
積
極
的
に

フ
ォ
ロ
ー
を
仕
掛
け
る
べ
き
層
で
す
。

　
ま
た
、
近
年
の
入
試
環
境
の
変
化
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
よ
り
学
力
の
高
い

入
学
者
が
増
え
た
と
い
う
声
も
伺
い
ま

す
。
そ
の
場
合
に
は
、
横
軸
を
「
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」
に
変
更
し
た
右
図
の
タ

イ
プ
分
け
を
適
用
し
た
ほ
う
が
よ
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、
左
下
の

「
要
支
援
型
」だ
け
で
な
く
、左
上
の「
イ

メ
ー
ジ
ギ
ャ
ッ
プ
型
」
も
注
意
を
要
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
学
力
は
高
い
が

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
低
い
、
い
わ
ゆ
る

不
本
意
入
学
者
に
あ
た
る
可
能
性
が
あ

り
、
大
学
で
の
学
び
や
学
生
生
活
に
期

待
を
抱
か
せ
る
フ
ォ
ロ
ー
を
講
じ
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

　
近
年
、
高
校
と
大
学
を
つ
な
ぐ
育
成

型
の
入
試
も
増
え
て
い
ま
す
。
入
試
、

入
学
前
、
入
学
後
と
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た

教
育
を
１
本
の
線
で
つ
な
げ
る
と
い
う

視
点
で
、
あ
ら
た
め
て
入
学
前
教
育
を

見
直
す
好
機
と
言
え
ま
す
。
き
ち
ん
と

大
学
で
学
ぶ
準
備
が
で
き
る
入
学
前
教

育
を
提
供
す
る
こ
と
が
、
入
学
者
の
成

長
を
促
進
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
学
の

教
育
力
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
な
る
で
し
ょ

う
。

【図表１】入学前教育の効果を高める３つのポイント【図表2】入学者のタイプ分けの例

こ
れ
か
ら
の
入
学
前
教
育

個
別
の
学
生
ケ
ア
を
実
現
す
る

デ
ー
タ
取
得
と
層
別
指
導

学力・学習力・モチベーションの３要素のバランスが
取れたプログラムになっているか？１

高校の学びと大学の学びのつながりが
わかるプログラムになっているか？2

「大学での学び方」の理解を促す
プログラムになっているか？3

学力

学習力

モチベーション

「学力」と「学習力」でのタイプ分け

学
習
力
低

学
習
力
高

学習力に問題あり。
入学後に課題提出が
停滞してきたら
早めのフォローが必要。

学力も学習力も高い。
他の生徒の模範と
なる学生。

学習方法に問題あり。
入学後の伸び悩みが
出てきたら、
フォローが必要。

学力も学習力も低い。
入学後に周囲との差が
大きくなりついていけなく
なる可能性が高い。
早期から常に目を配る
フォローが必要。

「学力」と「モチベーション」でのタイプ分け

学力高

学力低

学力高

学力低

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
高

不本意入学者に多い。
周囲となじめず休退学の
可能性が高い。
早期から常に目を配る
フォローが必要。

問題なし。
他の生徒の模範と
なる学生。

学習意欲は高いが、
学力に問題あり。
入学後の伸び悩みが
出てきたら、
フォローが必要。

学力が低く、学習意欲も
低い。入学後に周囲との
差が大きくなりついていけ
なくなる可能性が高い。
早期から常に目を配る
フォローが必要。

要支援型 気持ち先行型要支援型

自立型イメージギャップ型自立型

努力型

センス型

OP IN ION

▶「要支援型」には、相談に対応するだけでなく、
　積極的な面談設定と、定期的なコミュニケーションが必要。

▶近年の入試環境の変化によって、
　「イメージギャップ型」の問題が大きくなっている。

３
つ
の

ポ
イ
ン
ト

▶大学での学び
　に堪える基礎学力

▶主体的に学び続ける
　姿勢と習慣

▶「なぜ学ぶのか」の動機、期待

１

２

３


